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Parental occupation and the parent-child relationship during adolescence 
Yuhkoh S乱oh(Fi.αculty of Humαn Sciences， Univeγsity of Tsukubα， Tsukubα305-8572， Pα告側〕
This study investigates differences in the psychological experiences of adolescents due to parental 
occupation. A questionnaire was designed to ask adolescents about their parents' occupations， the 
influences of parental occupations on them， evaluations of parental occupations， and positive affects 
for parents. Junior-high school， high school， and undergraduate students (N = 1，896; 1，000 male， 
896 female) responded to the questionnaire. The results indicate that parental occupation is one 
factor that influences the parent-child relationship during adolescence. More specifically， there are 
differences in the psychological experiences of adolescents due to parental occupation， such as praise 
for their occupations， Furthermore， adolescents whose parents have occupations that make greater 
social contributions have distinct characteristics， such as more positive evaluations of their parent's 
occupatlOns. 
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い(2 ) JIどちらともいえない(3 ) JI半分以上の
人はそう考えている (4)J Iほとんどの人がそう考
えている(5 ) Jを。それ以外の項目では. Iしミいえ
( 1 ) JIどちらかとし 1うとしヨし 1え(2 ) JIどちらと
もいえなし， ( 3 ) JIどちらかとし三うとはし)(4 ) J Iは





















る許{ili. 5) 親に対する肯定的感情. 6)就業意識
と人格形成の項目ごとに，中学生から大学生までの
全データを用いて因子分析を行った(重みなし最小
































































決定係数ダ=.20 (F(4，1781) = 109.99.戸く.001).

















られることは =.11. t(1789) =4.16.戸<.001).④ 
親の職業をほめられる経験の少ないこと













F1 F2 }12 
F1 家業や職業を子が継ぐことに賛同する価値観の認知 5J頁呂 α=.65 
偉大なスポーツ選手の子どもは，恵、まれた素質を持っているのだから，殺と閉じ
.57 .01 .33 スポーツ選手になって活躍してもらいたい
先祖代々|玄者をしている家の子どもは，やはり医者になるのがよいだろう .5 .08 .32 
その家の家業や親の職業を，子どもが継いでいくのは大事なことだ .51 -.04 .26 
幸lt¥が先生をしている家の子どもは 将来良い先生になれるだろう .50 .01 .25 
子どもがその家の家業や殺の仕事を受け継ぐのは立派なことだ .48 -.03 .23 







偉大な親の子どもは，殺の後を継し、でもうまくしサ、ないことが多い 一.04 .80 .64 I 3.06 (0.95) 
子どもが親と同じ!扱業を自指すと，子どもはかえって苦労する 一.01 .49 .24 I 3.13 (1.04) 
政治家や大企業の社長の家に生まれた子どもが，殺の後を継いで政治家や社長に
なるのはずるい




.17 .25 .10 3.09 (1.14) 
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親の職業から受ける影響24項目のi王l子分析結果(重みなし最小二来法. promax !iil転後)
F1 F2 F3 F4 F5 F6 h2 I平均値 SD 









.88 -.12 -.09 .04 .02一.1 .56 
.77 -.14 .15 .01 -.04 -.10 .53 
74 -.03 .01 一.01 .01 .04 .56 
54 22 .0 一.03-.02 .15 .59 
$Qが00という仕事をしているわりには.あなたはそれほ .53 どでもないね 1 と言われたことがある .08 -.02 .07 .05 -.14 .31 
.03 .26 .5 税の職業を継ぐのか， と人からIlfJかれたことがある .42 .20 05一.07
F2 :親の職業を継ぐことの要請 4項呂 α=.82 
?見から ?見の {tljJ を ~W l.、でほしいと言われたことカfある 一.07 .90 -.03 .01 .04 -.02 .69 
.02 -.01 -.08 .60 3えから。組とl司じ1:1司iーにl先いてみないかとntJJめられたこと .07 .82 .06 がある
うちの:rJ!.i立。子どもが$Qと|司じflJifに就くことを期待して











がある .34 47 一.06-.06 -.02 .08 .52 I 1.34 (0.86) 
F3 :親の職業をほめられる経験 3項目 α=.91 
$Qの職業:のことを話して I 良~. 1ねjと言われたことがある 一.03 .0 .98 一.02 .03一.02 .91 I 2.71 (1.51) 
親の職業のことで Iすご1.、ねjと言われたことがある .0 -.02 .83 .04 .03 .03 .70 I 2.76 (1.56) 
却の職業に対して Iうらやまししづと註われたことがある .07 .06 .80 .0 .02 -.02 .72 I 2.34 (1.42) 





.02 -.03 .0 .81 -.01 .05 .64 
一.06 .07 .0 .74 
人より擾秀であることを当然のこととして求められた .14 -.01 -.01 .69 
.04 .0 .59 
.05 -.04 .49 
.08 .04 .50 人投みではなく.人詑み以 i二の努力をするように税から求められた

















人.1=1843. 全{本の~:与守よ 56.56% 
件項目得点の、jeJsJ{ilL及び標準偏去を去の右側に示した。
一.05 .02 .02 .65 
.0 .01 .01 -.10 85 .03 .63 
.71 -.05 .59 .04 .02 -.08 .08 
.03 .0一.02 .09 .68 .01 .5 









.04 .07 -.04 .82 .62 
.04 一.03 .06 .7 .60 
.01 -.01 .0 -.62 .31 
.14 
.10 .62 



















(b) 親に対する肯定的感情 第 4水準の親に対す
る肯定的感'11号を I~I 的変数とした分析結果は，決定係
数 Jt= .28で有意であった (F(7，l766)= 97.20， 
戸く.001)。
殺に対する i寺定的感情には，①親の職業に対する
忌避!切な感情の低さが関連(日=一.3，t (1766) = 
-14.97，戸く.001) しているほかに，②まわりの人
よりも高い水準の成果を出すことや優秀であること
を諜せられていないこと ([3= -.16， t (1766) = 
-6.50，戸く.001)。③親の!被業を良いl職業だと子が
認識していること(日=.20， t (]766) = 8.51. 
戸く.001).④親の仕事をしている姿を E!頃から見て
いたり，親の職場に行ったりしたことがあり親の職







.17 I 4.28 
F2 :親の職業に対する思避感t培 3項目 α=.74 
もっと述う仕事をしている親の子に生まれたかった .04 .86.77 
rJlが今の職業とは違う仕事をしてくれていた方が良かった 一.10 .83 .76 
税の職業のことを自分はプレッシャーに感じている .18 .42 .16 







F1 競に対する肯定的感情 6項目 α=.91 
親のことが好きだ .92 .85 4.02 
親といると楽しい .87 .76 3.79 
親とはやI1が良い .84 .70 4.02 
親を尊敬している .80 .64 4.00 
f&のようになりたい .75 .56 3.44 
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業が身近であること(日=.15， t (1766) = 7.04. 
pく.0(1)，①子が家業や来ltの職業を継ぐことを社会
は肯定していると見なしていること(自=.l1 
















就業;立吉な_!i品詰訟哉uおラよび人4格各7形|杉手引j成J主比の;指日{際;f京?1引:江l凶8)立J[1 の|医悶玉司!什r分析1品討枯守J」i1県 (正早主，.み、な し J品1詰立小二耳采t~法j去;乙 prcれ印rOI)九ma以xl山討ω川11小什叫iド刊沖11中転iト!
Fl F2 1"3 F4 F5 J/ 、Ji. J~J{1立 SD 
F1 親との同職就業意向 3項目 αロ .93
:j守米 1 税とIifJじような{I:fJi に就きたいと思っている .97 .01 .01 .02 .03 .95 1.87 (1.19) 
将来， $Ji.と!日jじような1:I:1Fに就くことを考えている 94 .01 00 -.03 .01 .8 1.85 (1.18) 
J'Iミ終I'J<Jには。組とliIJじようなi段業に;J先くのが良いと思っている .81 -.()l .0 .04 一.04 66 1.88 ( 1.14) 
F2 アイデンティティ 5J頁自 α=.70 
在、って本当はどんな人Ii日なのかわからない .01 .6 -.04 -.02 01 .46 3.45 (1.35) 
在、はv、つも演技したり えせかけの行動をしているように思う -.01 .62 .13 -.09 -.09 .31 2.93 (1.26) 
在、はーのけ者にされているように!さじる .04 .53 -.15 -.07 .07 .37 2.38 (1.16) 
在、のことを人がどう思っているか。 よくわからない 一.02 .51 -.05 -.02 .10 .28 3.59 (1.20) 
人生(こ望むものが定まらない .05 .44 .04 .28 .05 34 3.13 (1.34 ) 
将来の職業についてまわりからいろいろわれて苫指だ .01 .30 04 .20 -.08 .19 2.37 (1.37) 
F3 セルフエスティーム 4項目 α=.69 
少なくとも人投みには {ili佑のある人間である .03 .0 .75 -.01 ，03 .56 3.25 (1.10) 
物事を人並みには守 うまくやれる .01 .17 .63 -.06 .10 .36 3.35 (1.11) 
だし、たいにおいて I~I 分に iiiijji: している .05 -.21 .47 .03 -.09 .35 2.83 (1.23) 
|土!う〉に対して i'j'j主 (I~'て、ある .03 .19 .45 .0 -.04 .32 2.96 (1.16) 
F4 職業を考えることへの積極性 2J頁自 α=.70 
将来の職業をどうするかについては考えたくない 一.02 .07 .06 .84 -.02 .73 2.36 (1.29) 
将来の職業についていろいろ考えるのが好きだ .0 .12 .1 一.67-.02 .43 3.09 (1.34) 
F5 織に就くことへの意識の高さ 2J真白 α=.51 
将米‘ きちんとした仕TJf.につくことが大きな目標である .03 .02 .03 .04 .64 .40 4.33 (0.97) 
学校ゃ大学をH'Iたあと 仕事に就かない人生もいいと思う .01 .13 .06 .0 -.52 .29 1.79 (1.17) 




F4 .05 .37 -.23 
F5 -.04一.06 .03 -.35 
八1=1820，全{~，:の寄与平: 44.65% 
弁mll符点、のとド均値及び標準偏差を去の右側l二示した。
~q 体字で去託した項目は I;x:l 子負荷量が.40未満で、あか得点化の際には除外した。










If = .22で有志、であった (F(5，1761)= 101.55， 
戸く.001)。子が親と Il'iJじi職業にJj克こうと考えるよう
になることには，①主ltや周囲から継承の要請や期待
を 1Jけられること (s= .30. t(1761) = 11.48， 
戸く.001)が関連しているほかに，②親の職業を良
い職業だと子が認識していること (s= .14， t(1761) 
=5.94，戸く，001)，①殺の職業を加l床して自分が評
価されたり自分も殺と伺じ仕事に就くかのように見
られたりする経!挨 (s=.12， t(1761) =4.52， 
戸く.001)，①殺に対する肯定的感情 (s=.l1.
Table 6 





















F1家業や職業を子が継ぐことに賛同する価値観の認知 2.98 (0.65) 
F2家業や職業を子が継ぐことの密難さを指摘する錨値観の認知 3.09 (0.83) 
親の職業から受ける影響の項目
F1親の職業を加味して評価される経験 1.51 (0.80) 
F2殺の職業を継ぐことの要詰 1.44 (0.77) 
日報の職業をほめられる経験 2.60 (1.38) 
F4優秀であるようにとの要請 2.58 (1.10) 
F5問題を超こさないようにとの要請 2.94 (1.05) 
F6親の職業が身近であること 2.53 (1.20) 
殺の職業に対する~'Hillí
F1親の職業に対する肯定的評価 3.70 (0.78) 
F2親の職業に対する忌避感情 1.75 (0.88) 
親に対ーする肯定的感情
F1親に対する肯定的感情 3.99 (0.89) 
就業意識および人格形成の指標の項目
F1親との問職就業意向 1.88 (1.11) 
F2アイデンティティ 2.90 (0.85) 
F3セルフエスティーム 3.09 (0.83) 
F4職業を考えることへの積極性 3.37 (1.16) 
F5職に就くことへの意識の高さ 4.28 (0.88) 
N= 1855-1887， 得点範国!はすべて1-5で、ある。










































96.40%. 母親:3.60%. それ以外:O.∞%). 1教員」
126人 (65.10%.32.50%. 2.40%). 1公務員 J123人
(87.80%. 12.20%. O.∞%). I1豆者J58人 (84.50%.
15.50%. O.∞%). 1銀行員J50人 (86.00%.14.∞%. 
O.∞%). 1自営業J49人 (93.90%.4.10%， 2.00%)， 





〈社会の価値観の認知> <親の職業から受ける影響> <殺の職業に対する評価> <親に対する怒惰〉 〈就業意識と人格形成〉
I 
Iß~ー-.33特
B二 .1科卒 ¥込書i/ / JJ /// 
一 回親の職業 JJ /ィ三ー
F5問題私 一 /刊の1忌避感 J バど.-/ンJ土-.12"** 問ルフエ
サ?なの要議s=.12岬ケ/ 情 I~〆--- p --. IL ス手ザーム
/' /' ~ 川辻.10以上の滋合のみ→でパスを図示した。
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親の職業の 7J限続出での各得点のτ10:均値 (SD) と多1s:比較のまとめ
会社員 教員 公務員 医者 銀行民 自営業 看護nw 多重比較の結果
(刀工357) (η= 126) (η= 123) (η=58) (η=50) (η=49) (η=37) 
家業や職業を子が継ぐことに賛同する価{直観の認知 !去〉教=公
2.99 (0.60) 2.90 (0.61) 2.88 (0.65) 3.21 (0.65) 2.99 (0.70) 2.97 (0.57) 3.07 (0.75) 
家業や職業を子が継ぐことの困難さを指摘する価値観の認知
3.10 (0.85) 3.07 (0.86) 2.99 (0.79) 2.94 (0.89) 3.09 (0.95) 3.13 (0.76) 3.03 (0.70) 
親の職業を加味して評髄される経験 医>教>I~! = 
1.19 (0.45) 2.67 (0.92) 1.39 (0.64) 3.09 (0.91) 1.32 (0.58) 1.69 (0.84) 1.66 (0.77)医>教>中=
公=銀=会




親の職業を継ぐことの要請 I~K> 看=教= I~! =公〉会
1.20 (0.46) 1.65 (0.78) 1.44 (0.65) 2.80 (1.44) 1.40 (0.61) 1.59 (0.86) 1.79 (0.88)銀=会
競の職業をほめられる経験 医>教>I~! =公>会
2.08 (1.22) 3.56 (1.24) 2.80 (1.28) 4.39 (0.98) 3.01 (1.34) 2.93 (1.26) 3.31 (1.28)医>教=肴=銀〉会
優秀であるようにとの要請 医>教=会=公
2.52 (1.09) 2.56 (1.09) 2.45 (1.05) 3.12 (1.16) 2.75 (1.14) 2.72 (1.06) 2.84 (1.15)医=看=銀=I~! 
問題を起こさないようにとの要請
2.87 (1.08) 3.06 (1.02) 2.94 (1.08) 3.06 (0.99) 2.99 (1.12) 3.16 (1.14) 3.13 (0.91) 
親の職業が身近であること I~! =医〉教=看>公=会=鋭
1.94 (0.89) 2.96 (1.12) 2.08 (0.98) 3.57 (1.26) 1.81 (0.81) 4.14 (1.19) 2.86 (1.13) 
親の職業に対する肯定的評価 医=教>公〉会=1とi
3.63 (0.68) 4.27 (0.60) 3.98 (0.52) 4.50 (0.60) 3.82 (0.77) 3.34 (0.78) 4.30 (0.60)医=教>公=銀>I~l 
i去=看=教〉銀=会
親の職業に対する忌避感情
1.66 (0.81) 1.90 (0.99) 1.66 (0.83) 1.93 (0.94) 1.75 (0.93) 1.79 (0.81) 1.60 (0.79) 
親に対する肯定的感情
3.97 (0.85) 4.13 (0.82) 4.03 (0.82) 4.13 (0.83) 4.05 (0.88) 4.08 (0.73) 4.09 (0.83) 
i歪=看=教〉自
親との向職就業意向 iま=教=看>白
1.75 (0.94) 2.50 (1.37) 2.32 (1.16) 2.88 (1.52) 1.79 (1.05) 1.43 (0.93) 2.29 (1.45)医=教>鋲=令=自
l主〉公〉会=1三i
アイデンティティ
2.90 (0.84) 3.02 (0.94) 2.76 (0.83) 2.90 (0.91) 2.86 (0.93) 2.92 (0.76) 2.87 (0.65) 
セルフエスティーム
3.11 (0.83) 3.25 (0，75) 3.02 (0.81) 3.13 (1.13) 3.03 (1.01) 2.95 (0.85) 3.07 (0.85) 
職業を考えることへの積極性
3.36 (1.16) 3.41 (1.16) 3.26 (1.12) 3.80 (1.08) 3.22 (1.23) 3.37 (1.14) 3.44 (0.91) 
職に就くことへの意識の高さ
4.26 (0.87) 4.22 (0.87) 4.35 (0.80) 4，32 (0.87) 4.16 (0.94) 4.29 (0.83) 4.17 (0.82) 
N=789-798， 多重比較の結果は， 7職種の最初jの一文字をmし、て表している




税のi職業から受-ける影響のJiI~l から得られた 6 得
点では， 5 1~} .I~l: で、有意差が見られた。親の職業を力11
|床して許1l1iされる;fX.I~会の得点に有 j主力与があった
(F(6，789) = 130，01， Tく，001、偏イータ 2来0，50)。
税が「医者Jのj姑合にIlit-'1rJ二AI、が3/:r:台でj誌も I'.;!Jく，
次いで「教良Jの場合に1!i;一一得点が2/:1:台で、あり，
l'!:z も iJ~ぃ得/x を示したのは「会社員」の場合であっ
た。とくに親が医者や教員である場合，視の職業を


























られた (F(6，791)= 63.05.戸く.001. 偏iイータ 2牙主






;子:克見の i段;才~~ミ訂(にこ対一する iî干打iドLマ1iliî の J]瓦2 日カか、ら{得尋られた 21得尋 j
について(は止l主幻以J孔，、iドごのj通主りで、あつた O 親の職業に対する






就業}îi: ~1tRおよび人十各 7杉 r&の指標のml~l から得られ
た5得点については l得点しか有意差が見られな
かった。 組との同 J[i住就業意向の得点にのみ有7吉~{~~が
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